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第 ５ ９ ５ 回  放 送 番 組 審 議 会  

 

１．⽇ 時  2023 年 4 ⽉ 18 ⽇（ ⽕ ）  午 後 1 時 30 分 〜  

 

２．開 催 場 所  テ レ ビ 岩 ⼿ 6 階 ⼤ 会 議 室  

 

３．委 員 総 数   9 名 

出 席 委 員    7 名 

委 員 ⻑ 
副 委 員 ⻑ 

 前⽥ 千⾹⼦ 
緑川 智恵⼦ 

 委   員  
委      員 
委   員 
委      員 
委      員 

 久保 公⼈ 
林  伸彦 
岩城 択 
葛尾 敏哉 
岩舘 めぐみ 

 

⽋ 席 委 員  2 名   

委    員 
委   員 

 蛎﨑 奈津⼦ 
菊地 ⽂彦 

社側出席者       

榧野 信治 
福⼠千恵⼦ 

代表取締役社⻑ 
取締役副社⻑ 社⻑補佐・報道制作担当 

池⽥ 学 常務取締役 経営企画・関連会社担当 
⼩形 恵⼀ 報道制作局⻑ 
藤原 哲也 
駒井 晴夏 

報道制作局報道部部⻑ 
報道制作局報道部 

 

事 務 局  

       藤村 惠⼀ （編成局⻑兼編成部⻑） 

 

４．議 題 

１. 3 ⽉ 11 ⽇（⼟）9：55〜11:10 
「 報 道 特 別 番 組  震 災 12 年  い ま 伝 え た い 」  

2. その他 

 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

・視聴者からのご意⾒ 

 



６．意    ⾒ 

【委 員 側 意 ⾒】 

○当時のショッキングなのか映像が多いのかなと構えて⾒始めたが、今後の災害への備えと復興の取り
組みを軸とした作りで、暗い気持ちにならずに⾒られた 
○メインキャスターの古舘アナと蔦アナが、陸前⾼⽥市と久慈市の現地に⾏ったのは、特別番組として、
とても良かった。 
○新想定による⾃治体の困惑ぶりと、その⾵化を防ぐ伝承という⾯での若い⼒が、よく切り取られてい
て⾒応えがあった。 
○３つの視点の向け⽅で焦点が若⼲ぼやけている部分もあったのかなと感じた。 
○岩⼿⼤学の齋藤先⽣のコメント「⾃然災害は⽣きている地球の息吹」はすごい⾔葉で、その通りだな
と思った。 
○タイトルの「震災１２年 いま伝えたい」というこのテーマにかなり沿った内容だったと思った。 
○⼤きく 3つに分けた内容について、情報が多すぎず分かりやすかった。 
 
【局 側 意 ⾒】 

○今回の報道特別番組は、震災の境遇の減少と、次への災害に備えるというものをテーマにした。 
○報道部員全員でディスカッションをし、次への備えという部分と、次世代への伝承という部分に、⾃
ずと絞られていき、この２つのテーマに決まった 
 
7．審議機関 の答申ま た は 意 ⾒ の概要公 表 の⽅法及び年 ⽉ ⽇  
 ①⾃ 社放送  4 ⽉ 25 ⽇ （⽕） 11： 45-11： 52「あな た と歩むテレビ岩⼿」  
 ②テレビ岩⼿本社 で の据え置き  
 ③読売新聞へ の掲載  
 ④⾃ 社 HP で の掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 


